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委
員
会
報
告

特
別
委
員
会
報
告

総
務
経
済
委
員
会

◆
陳
情
審
査
報
告

◆
陳
情
第
一
号

　
「
泊
原
発
の
再
稼
働
と
高

レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
最
終

処
分
場
に
関
す
る
陳
情
」

　

審
査
の
結
果
、
電
力
の
安
定

供
給
や
研
究
段
階
で
あ
る
事
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
賛
成
少
数

で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

◆
陳
情
第
三
号

　
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
断
固

阻
止
に
関
す
る
陳
情
」

　

審
査
の
結
果
、
願
意
妥
当
と

し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

厚
生
文
教
委
員
会

◆
陳
情
審
査
報
告

◆
陳
情
第
二
号

　
「
安
心
で
き
る
介
護
制
度

の
実
現
を
求
め
る
」
意
見
書

の
採
択
を
も
と
め
る
陳
情

　

審
査
の
結
果
、
願
意
妥
当
と

し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
回
定
例
会
で
は
、
次
の

四
件
の
意
見
書
が
提
案
さ
れ
、

い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
採
択
し

国
の
関
係
機
関
に
送
付
さ
れ
ま

し
た
。

◆
意
見
書
第
一
号

平
成
二
十
五
年
度
地
方
財

政
対
策
に
関
す
る
意
見
書

　

厳
し
い
国
の
財
政
事
情
か
ら
、

国
に
先
駆
け
て
、
地
方
公
務
員

の
給
与
の
独
自
削
減
や
定
数
削

減
を
行
っ
て
き
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
今
回
さ
ら
に
地
方
公
務

員
の
給
与
削
減
を
求
め
る
た
め

に
地
方
交
付
税
を
一
方
的
に
削

減
し
た
こ
と
に
抗
議
し
た
も
の

で
す
。

◆
意
見
書
第
二
号

生
活
保
護
の
改
悪
に
反
対

す
る
意
見
書

　

社
会
保
障
審
議
会
は
、
生
活

意

見

書
扶
助
基
準
の
引
き
下
げ
を
は
じ

め
と
し
た
生
活
保
護
法
の
「
改

定
」
を
報
告
書
と
し
て
ま
と
め

ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
生
活
保
護
を
受

け
ら
れ
な
い
新
た
な
生
活
困
窮

者
を
生
み
出
す
だ
け
で
な
く
、

就
学
援
助
、
地
方
税
、
国
民
健

康
保
険
税
、
保
育
料
な
ど
の
減

免
に
も
影
響
す
る
こ
と
か
ら
、

最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の

崩
壊
に
つ
な
が
り
、
国
民
に
不

安
と
一
層
の
生
活
苦
を
も
た
ら

す
こ
と
に
な
る
の
で
改
悪
に
反

対
し
た
も
の
で
す
。

◆
意
見
書
第
三
号

安
心
で
き
る
介
護
制
度
の

実
現
を
求
め
る
意
見
書

　

二
〇
一
二
年
四
月
の
介
護
保

険
改
定
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
の
低

下
、
利
用
料
の
負
担
増
、
ヘ
ル

パ
ー
の
収
入
減
や
介
護
事
業
所

の
経
営
悪
化
が
表
面
化
し
て
き

た
こ
と
を
考
慮
し
、
介
護
保
険

制
度
の
改
善
を
求
め
た
も
の
で

す
。

◆
意
見
書
第
四
号

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
断
固
阻

止
に
関
す
る
意
見
書

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
一
次
産
業
の
み
な

ら
ず
医
療
、
公
共
事
業
、
金
融
、

食
の
安
全
、
雇
用
な
ど
様
々
な

分
野
に
影
響
が
及
ぶ
こ
と
か
ら

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
不
参
加
、
多

様
な
農
業
の
共
存
を
明
確
に
位

置
付
け
た
貿
易
ル
ー
ル
の
確
立

を
求
め
た
も
の
で
す
。

Ｊ
Ａ
し
べ
ち
ゃ
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議
会
提
案

標
茶
町
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
。

◦
「
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
が
、
昨
年
の
九

月
五
日
に
公
布
さ
れ
、「
議
会

及
び
町
に
よ
る
適
切
な
権
限
の

行
使
の
確
保
」「
住
民
自
治
の

更
な
る
充
実
」
を
図
る
た
め
改

正
が
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

標
茶
町
議
会
会
議
規
則
の
制

定
に
つ
い
て
。

◦
今
ま
で「
常
任
委
員
会
」、「
議

会
運
営
委
員
会
」
及
び
「
特
別

委
員
会
」
が
法
に
よ
り
条
建
て

さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
が
地

方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、
一

つ
の
条
文
に
統
合
さ
れ
、
委
員

の
選
任
等
に
つ
い
て
は
条
例
に

委
任
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
改
正

が
必
要
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

条
例
の
制
定

 

第
一
回
定
例
会

◆
議
案
第
70
号

　

標
茶
町
暴
力
団
排
除
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

＊
町
民
の
安
全
で
平
穏
な
生
活

の
確
保
、
社
会
経
済
活
動
の
健

全
な
発
展
及
び
青
少
年
の
健
全

な
育
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
議
案
第
75
号

標
茶
町
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

◆
議
案
第
76
号

標
茶
町
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設

備
及
び
運
営
並
び
に
指
定
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に

係
わ
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効

果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例

＊
議
案
第
75
号
、
議
案
第
76
号

の
条
例
は
、
従
来
厚
生
労
働
省

で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、「
地
域
主
権
改
革
一

括
法
」
に
よ
り
、
市
町
村
が
定

め
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
か
ら

新
た
に
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。

◆
議
案
第
１
号

標
茶
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
本
部
条
例
の
制
定

＊
議
案
第
１
号
は
、
国
が
平
成

二
十
四
年
五
月
十
一
日
公
布
の

措
置
等
を
定
め
た
こ
と
に
よ

り
、
第
一
回
臨
時
会
で
提
案
さ

れ
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
に
付

託
し
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

◆
議
案
第
３
号

標
茶
町
高
齢
者
、
障
害
者
等
の

移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
係

わ
る
道
路
の
構
造
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

◆
議
案
第
４
号

標
茶
町
道
路
構
造
の
技
術
的
基

準
等
を
定
め
る
条
例
の
制
定

◆
議
案
第
５
号

標
茶
町
準
用
河
川
管
理
施
設
等

の
構
造
の
基
準
を
定
め
る
条
例

の
制
定

＊
議
案
第
３
号
、
第
４
号
、
第

５
号
は
、「
地
域
主
権
改
革
一

括
法
」
の
制
定
に
伴
い
本
町
に

必
要
な
部
分
を
町
条
例
で
定
め

る
事
と
な
り
、
第
一
回
臨
時
会

で
提
案
さ
れ
総
務
経
済
常
任
委

員
会
に
付
託
し
、
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

◆
議
案
第
６
号

標
茶
町
生
活
館
条
例
を
廃
止
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

＊
虹
別
生
活
館
を
虹
別
地
区
学

童
保
育
所
と
し
て
使
用
し
て
い

た
が
、
虹
別
酪
農
セ
ン
タ
ー
改

修
工
事
終
了
に
伴
い
同
施
設
の

図
書
室
で
開
設
さ
れ
る
こ
と
か

ら
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

◆
議
案
第
７
号

標
茶
町
青
少
年
会
館
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

＊
体
育
施
設
の
環
境
整
備
が
図

ら
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
拠
点

の
全
て
が
移
さ
れ
、
今
後
、
利

用
の
見
込
み
が
な
い
こ
と
か
ら

廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

◆
議
案
第
８
号

町
議
会
等
か
ら
出
頭
を
求
め
ら

れ
た
者
の
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

＊
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ

り
、
議
会
で
の
公
聴
会
開
催
や

参
考
人
の
意
見
聴
取
は
本
会
議

に
お
い
て
可
能
と
な
り
、
出
頭

人
へ
の
費
用
弁
償
に
関
す
る
引

用
規
定
と
法
制
執
行
上
の
観
点

か
ら
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

◆
議
案
第
９
号

標
茶
町
立
幼
稚
園
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

＊
新
年
度
に
向
け
職
員
配
置
の

見
直
し
に
伴
う
条
例
の
改
正
が

さ
れ
ま
し
た
。

◦
工
事
委
託
契
約
の
変
更
に
つ

い
て

　

平
成
二
十
一
年
六
月
十
六
日

議
案
33
号
を
も
っ
て
、
議
決
を

経
て
締
結
し
た
「
畜
産
担
い
手

育
成
総
合
整
備
事
業
標
茶
西
部

地
区
に
か
わ
る
牧
場
施
設
設
置

工
事
委
託
」
の
委
託
契
約
を
次

の
と
お
り
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

契
約
金
額　

２
億
８
１
４
万

円
を
、
１
億
７
５
０
８
万
７
９

９
２
円
に
変
更
。

◦
農
業
用
施
設
取
得
の
変
更
に

つ
い
て
、

　

平
成
二
十
一
年
六
月
十
六
日

議
決
の
畜
産
担
い
手
育
成
総
合

整
備
事
業
標
茶
西
部
地
区
に
か

か
わ
る
農
業
用
施
設
の
取
得
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
変
更
さ

れ
ま
し
た
。

　

契
約
全
額　

１
億
９
７
５
３

万
９
千
円
を
、
４
２
０
０
万

４
千
円
に
変
更
。

条
例
外


